
平成30年 3月 16日掲載 
 
＜子供たちに税の使途について考える機会を提供した好事例＞  
 
 
 
井笠法人会（岡山） 

 
＜活動対象＞ 岡山龍谷高等学校 進学教養コース 2年生 
 
＜活動の概要＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜参考資料＞ 
 租税教育活動プレゼンテーション資料 
 
＜摘要＞ 
 特になし 
 
＜出典＞ 
 平成28年度租税教育活動プレゼンテーション（北海道大会）より 
 

白熱教室 in 龍谷高校 

 
・「社会人としての第一歩を踏み出す目前の高校生に納税の意義と役割を考える場

を提供しよう。」という考えに基づいて租税教室を開催。 
 
・生徒たちは「軽減税率に賛成か反対か」をテーマに賛成派・反対派に分かれ、

約2か月間検討と議論を繰り返した。 
 
・ディベート大会当日には各代表選手5名によるディベートを行い、法人会・税務

署・高等学校等の判定員の採点により優劣を決定した。 
 








